
学校で「もぎさい」プロジェクト企画検討部会の設置について

令和３年１２月１５日

１ 趣旨

法教育推進協議会に「学校で「もぎさい」プロジェクト企画検討部会」（以

下「部会」という。）を設置する。

２ 目的

令和４年４月から，新設科目の「公共」を含む高等学校の新学習指導要領

が年次進行で実施されることに加えて，裁判員に選任される年齢が１８歳以

上とされる。これを踏まえ，学校現場に対し，学習効果の高い模擬裁判の実

施方法を提供するため，小学校，中学校及び高等学校における模擬裁判を行

う意義やその位置付けを整理・検討した上で，それぞれの段階に応じた，授

業に取り入れやすい模擬裁判の教材を作成するとともに，その周知方法等に

ついて検討する。

３ 構成員

部会の構成員は別紙のとおりとする。

４ 運営

(1) 部会の庶務は，法務省大臣官房司法法制部司法法制課が行う。

(2) 部会の検討結果は法教育推進協議会に報告する。

(3) 部会が作成した教材の著作権（著作権法（昭和４５年法律第４８号）第

２１条から第２８条までに規定する権利をいう。）は，国に帰属させる。
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